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『
宗

鏡
録

』

の
引

用

諸
文

献

-

『肇
論
』
と
そ
の
注
釈
書
類
に
つ
い
て
-

仙

石

景

章

延
寿
の
思
想
の
特
色
は
、
『宗
鏡
録
』
『万
善
同
帰
集
』
な
ど
か
ら
教

禅

一
致
、
禅
浄
双
修
に
あ
る
と
い
わ
れ
て
き
た
。
殊
に

『宗
鏡
録
』
百

巻
に
つ
い
て
は
、
延
寿

の
言
葉
の
ま
ま
に
、
大
小
乗

の
経
論
六
十
部
、

イ
ソ
ド
中
国
の
聖
賢

の
語
三
百
を
集
め
て
万
法
唯
心
の
宗
旨
を
証
明
し

た
も
の
と
概
括
さ
れ
て
き
た
。
『宗
鏡
録
』
に
は
天
台
、
華
厳
、
唯
識
、

禅
を
中
心

に
儒
仏
道
三
教
に
互
る
多
様
な
文
献
が
引
用
さ
れ
、
ま
た
逸

書
も
多
数
含
ま
れ
て

い
る
の
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。
な
か
に
は
偽
撰

と
さ
れ
る
も
の
も
無
批
判
に
採
用
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
り
、
延
寿

の

鑑
識
眼
に
疑
問
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
れ
を
考
慮
し
て
も
な
お

『
宗
鏡
録
』
の
引
用
文
献
を
調
査
す
る
こ
と
は
、
延
寿

の
仏
教
学
を
判

断
す
る
の
に
幾
分

の
意
義
を
有
す
る
も
の
と
考
え
る
。

そ
こ
で
本
論
で
は

『
肇
論
』
と
そ
の
注
釈
書
類
に
つ
い
て
調
査
し
た

と
こ
ろ
を
述
べ
て
み
た
い
。

(
1
)

『
肇
論
』
は
、
陳
の
慧
達
の

『肇
論
疏
』
を
は
じ
め
数
多
の
注
釈
書

が
著
わ
さ
れ
、
ま
た
三
論
の
吉
蔵
は
著
者
の
僧
肇
を
高
く
評
価
し
、
華

厳
の
澄
観
も
自
著
の
中
に
し
ば
し
ば
引
用
す
る
ほ
ど
、
時
代
を
超
え
宗

派
を
超
え
て
大
き
な
影
響
を
与
え
た
書
物
で
あ
る
。
延
寿
も
ま
た
こ
の

い
わ
ば
通
仏
教
的
な
文
献
を
頻
繁
に
用
い
る
。

『宗
鏡
録
』
に
は
、
『肇
論
』
が
四
十

(
回
、

『注

維

摩

経
』
が

八

(
3
)

回
、
『
宝
蔵
論
』
が
二
十
三
回
引
用
さ
れ
る
。
た
だ
し

『
肇

論
』

の
引

用
の
う
ち
五
例
に
つ
い
て
は
、
『華
厳
随
疏
演
義
砂
』
あ
る

い

は

『肇

論
砂
』
引
用
の
本
文
が
転
載
さ
れ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
ま
た

『宝

蔵
論
』
に
つ
い
て
は
、
僧
肇
の
真
撰
で
は
な
い
と
さ
れ
る
が
、
延
寿
は

こ
れ
を
も
彼

の
著
作
と
し
て
引
用
す
る
。

『肇
論
』
は

「
宗
本
義
」
「物
不
遷
論
」
「
「
不
真
空
論
」
「
(般
若

無

知
論
」
「
浬
桑
無
名
論
」
か
ら
成
る
が
、
そ
の
引
用
箇
処
は
次
の

よ

う

で
あ
る
。
(

)
内
に

『
宗
鏡
録
』
の
巻
数
と
大
正
蔵
の
所
在
を
示
す
。

(
一
)
「宗
本
(義
」
(巻
八
、
四
五
八
中
。
巻
三
六
、
六
三
〇
中
)

(
二
)
「物
不
遷
論
」
(巻
六
、
四
五
〇
下
。
巻
七
、
四
五
三
上
。
巻
七
、
四
五

一
中
、
四
五
二
下
。
巻
三
三
、
六
〇
六
上
、
六
〇
六
中
-
六
〇
七
上
。
巻
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三
四
、
六
二
一
上
)

(三
)
「不
真
空
論
」
(巻
八
、
四
五
八
中

〈
肇
論
紗
〉
四
五
九
上
。
巻

二
二
、

五
三
五
中

〈演
義
紗
巻

「

T
三
六
、
七
下
参
照
〉
。巻
二
四
、
五
五
三

上
。
巻
九

一
、
九
一
二
中
)

(
四
)「般
若
無
知
論
」
(巻
六
、
四
四
九
上
、
巻
二
二
、
五
三
五
下
。
巻
二一三
、

五
四
二
中
。
巻
三
六
、
六
二
七
下
-
六
二
九
上
、
六
三
〇
中
、
六
三
〇

下
。
巻
六
五
、
七
八
一
上
。
巻
七
七
、
八
四
四
上
。
巻
九
二
、
九
一
三
下
)

(
五
)「劉
遺
民
書
問
附
」
(巻
二
二
、
五
三
五
下
)

(
六
)「答
劉
遺
民
書
」
(巻
三
六
、
六
三
〇
中
。
巻
六
五
、
七
八
〇
中
)

(
七
)「浬
禦
無
名
論
」
(巻
八
、
四
五
九
中

〈肇
論
紗
〉
巻
二
四
、
四
九
三
上

〈
演
義
鋭
巻
八
〇
、
六
二
八
上
〉
。巻
二
二
、
五
三
五
下
-
五
三
六
上
、

五
三
六
上
。
巻
二
三
、
五
四
二
下
。
巻
二
九
、
五
八
四
上
。
巻
四
一
、
六

五
七
中
。
巻
八
六
、
八
八
七
下
。
巻
八
九
、
九
〇
〇
下
、
九
〇
五
上

〈演

義
鋤
巻
八
〇
、
六
三
〇
中
参
照
〉
、九
〇
五
上
。
巻
九
一
、
九
一
二
上
、

中
。
巻
九
二
、
九
二
四
下
-
九

一
五
上
。
巻
九
四
、
九
二
七
下
)

以
上
の
よ
う
に
、
か
な
り
の
頻
度
で
随
処
に
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、

例
え
ば
、

巻
三
十
六
に
は

「般
若
無
知
論
」
が
ほ
ば
全
文
に
互

っ
て
引

用
さ
れ
、

な
お
具
つ
そ
の
文

々
句

々
に
対
し
て
延
寿
が
注

釈

し

て

い

る
。
延
寿

の

『肇
論
』
に
対
す
る
解
釈
法
を
伺
う
好
例
と
思
わ
れ
る
の

で
、
そ
の
内
容
を
概
説
す
る
。

釈
し
て
曰
く
、
般
若
無
知
と
は
、
是
れ
二
論
の
宏
綱
、
乃
ち
宗
鏡
の
大
体
な

り
。
微
妙
に
し
て
難
解
な
り
。
所
以
に
全
く
引
い
て
証
明
す
。

と
い

っ
て
、
「
般
若
無
知
論
」
の

「
放
光
云
、
般
若
無
所
有
相
無

生

滅

相
云
々
」
以
下
の
文
を
引
き
、
論
文
を
解
釈
す
る
。
延
寿
は
、
般
若
無

知
を
体
と
用
と
に
分
別
す
る
。

夫
れ
般
若
と
は
是
れ
智
の
用
、
無
知
と
は
是
れ
智

の
体
な
り
。
用
は
体
を
離

れ
ず
、
知
は
即
ち
無
知
な
り
。
体
は
用
を
離
れ
ず
、
無
知
は
即
ち
知
な
り
。

と
い

っ
て
、
般
若

(
知
)
無
知
を
智
の
体
と
用
と
に
分
別
し
し
か
も
体

用
は
不
離
で
あ
る
か
ら
、
知

(般
若
)
と
無
知
と
は
相
即
す
る
と
解
す

る
。
ま
た
智

の
は
た
ら
き
を
理
事
無
擬
の
思
想

に
よ

っ
て
解
釈
す
る
。

要
を
以
て
之
れ
を
言
わ
ば
、
但
だ
是
れ
理
事
無
磯
に
し
て
、
即
に
非
ず
離
に

非
ず
。

と
い
い
、
『
肇
論
』
の

「
神
、
無
慮
な
る
が
故
に
能
く
独
り
世
表

に

王

た
り
。
智
、
無
知
な
る
が
故
に
能
く
玄
か
に
事
外
を
照
す
。
智
、

事
外

と
錐
も
未
だ
始
め
よ
り
事
無
き
に
あ
ら
ず
。
神
、
世
表
と
錐
も
終
日
域

中
に
あ
り
。」
と
い
う
論
文
に
つ
い
て
般
若
の
智

は
事
外
の
理
を

照

ら

す
も
の
で
あ
る
が
、

理
は
事
を
離
れ
て
あ
る
も

の
で
は
な
い
と
解
し
、

是
れ
を
以
て
理
は
事
に
従
っ
て
顕
わ
れ
、
理
は
事
に
徹
す
。
事
は
理
に
因
り

て
成
じ
、
事
は
理
に
徹
す
。
理
事
交
わ
り
徹
し
、
般
若
方
に
円
か
な
り
。

と
い
う
。
因
み
に

『
万
善
同
帰
集
』
巻
上
の

〈
理
事
無
凝
門
〉

に
は
、

「事
は
も
と
理
に
因

っ
て
立
つ
も
の
で
あ
る
か
ら
、
理
を
離
れ
れ
ば
事

を
成
ず
る
こ
と
が
で
き
ず
、

理
は
事
に
因

っ
て
彰
わ
れ
る
も
の
で
あ
る

か
ら
、
事
を
離
れ
れ
ば
理
を
彰
わ
す
こ
と
が

で

き

な

い
。
理
と
事
と

(
4
)

は
、
水
と
波
の
如
き
関
係
に
あ
る
、」
と
説
く
。

こ
の
理
事
無
凝
の
考
え

方
は
、
『
万
善
同
帰
集
』
の
十
門
の
冒
頭
に
説
か
れ
る
延
寿

の
修

行

観

『宗
鏡
録
』
の
引
用
諸
文
献

(仙

石
)
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『宗
鏡
録
』
の
引
用
諸
文
献

(仙

石
)

の
立
脚
地
で
あ
り
、
彼

の
思
想
を
構
成
す
る
基
本
要
素
と
も
い
え
る
も

の
で
あ
る
。

最
後
に
、
「
般
若
無
知
論
」
の
大
意
を
総
括
し
て
次
の
よ
う
に
い
う
。

般
若
無
知
と
は
、
但
だ
是
れ
無
心
、
自
然
の
霊
鑑
な
り
。
相
を
待
て
顕
わ
れ

る
に
非
ず
、
縁
を
仮
り
て
生
ず
る
靡
し
。
有
無
に
住
せ
ず
、
能
所

に
渉
ら

ず
、
非

二
非
異
に
し
て
而
も
其
の
妙
道
を
成
ず
る
な
り
。

こ
の
後
段
に

『
肇
論
砂
』
を
引
用
し
て
、
「般
若
無
知
」
に
対

す

る

解
釈
を
進

め
る
が

『
砂
』
に
つ
い
て
は
後

に
述
べ
る
。

こ
う
し
た
延
寿
の
解
釈
法
は
、
後
世

の

『
肇
論
』
の
理
解
に
少
な
か

ら
ぬ
影
響
を
与
え
て
い
る
。

例
え
ば
、
巻
七
に
お
い
て

「
物
不
遷
論
」
の

「
夫
れ
人
の
所
謂
る
動

と
は
昔
の
物
、
今
に
至
ら
ざ
る
を
以

っ
て
、
故
に
動
に
し
て
静

に
非
ず

と
日
う
。

云
々
」
と
い
う
往
物
、
今
物
、
古
今
等
の
諸
法
の
不
遷
な
る

こ
と
を
説

い
た
論
文
を
解
釈
す
る
が
、
元
の
文
才
の

『肇
論
新
疏
』
巻

上
に
は
、
「
以
前
に
何
度
も
こ
の
箇
処
を
読
ん
だ
が
、
理
解
す
る

こ

と

が
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
永
明
大
師
の
宗
鏡
録
を
読
ん
で
疑
問
が

一

(
5
)

遍
に
解
消

し
た
。
」
と
い

っ
て
い
る
。
文
才
は
、
南
宋
理
宗
の
淳

祐

元(
6
)

年

(
一
二
四
一
)
か
ら
元
成
宗

の
大
徳

六

年

(
二
三
〇
二
)
ま

で

の
人

で
、
華
厳
と
僧
肇

の
思
想
と
の
融
合
を
計

っ
た
と
さ

れ

る
。
『
肇
論
』

を
理
解
す
る
上
で
、
延
寿

の

『
宗
鏡
録
』

の
所
説
は
、
彼
に
と

っ
て
欠

く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ

っ
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。

次
に

『
肇
論
』

の
注
釈
書
類

に
つ
い
て
述
べ
る
。
確
認

で

き

た

の

は
、
次

の
三
書
で
あ
る
。

(
一
)
元
康

『
肇
論
疏
』
(巻
二
二
、
五
三
五
下

〈
巻
中
、
T
四
五
、
一
六
八

下
〉
。
巻
三
三
、
六
〇
六
上

〈巻
上
、

一
六
八
下
〉)

(
二
)
『
肇
論
注
』
(巻
二
〇
〇
、
九
五
三
中
)

(三)

『
肇
論
鋤
』
(巻
八
、
四
五
九
上
。
巻
三
三
、
六
〇
六
上
。
巻

三
一
六
、
六

二
九
下
-
六
三
〇
中
。
巻
七
七
、
八
四
二
中
)

先
ず

『
肇
論
疏
』
は
、
唐

の
元
康

に
よ

っ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
、
陳

の
慧
達
の

『
肇
論
疏
』
に
次

い
で
古

い
も
の
で
あ
る
。
巻
一三
一
、
巻
三

三
に
引
用
さ
れ
、
論
本
文

の
補
足
説
明
に
援
用
さ
れ
て
い
る
。
延
寿
が

『
肇
論
』
を
読
解
す
る
た
め
の
第

一
の
参
考
と
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ

る
。次

に
巻

一
〇
〇
に
引
用
さ
れ
る

『
肇
論
注
』

は
、
現
存
の
蔵
経
に
は

収
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
作
者
不
詳

で
あ
る
。
た
だ

『義
天
録
』
に
侭
、

光
瑠
注
、
瑠
等
注
、
好
直
注
の
三
種
の

『
肇
論
注
』
が
記
録
さ
れ
て
い

(
7
)

る
の
で
、
こ
の
い
つ
れ
か
に
該
当
す
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
断
定
は
で

き
な
い
。

最
後

に

『肇
論
砂
』
は
、
巻
八
、
巻
七
七
に
引
用
さ
れ
る
。
ま
た
巻

三
三
、
巻
三
六
に

「
釦
」
と
あ
る
も
の
も
、
『肇
論
砂
』
を
指
す

と

思

わ
れ
る
。

こ
の
書
も
ま
た
現
存
し
な
い
。
た
だ
円
仁
の

『
入
唐
求
法
目

録
』
や

『東
域
伝
灯
目
録
』
な
ど
に
は
、
牛
頭
山
幽
西

(棲
)
寺
慧
証

の
著
わ
し
た

『肇
論
砂
』
の
書
名
が
見
え
る
。

ま
た
宗

の
華
(厳
学
者
浄

源

(
二
〇

二
一
-
一
〇
八
八
)
の

『肇
論
集
解
令
模
砂
』
に

「
幽
棲

砂
」
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と
あ
る
の
は
こ
の
慧
証

の

『
肇
論
紗
』
を
い
っ
た
も

の
と
さ
れ
る
。
現

時
点

に
お
い
て
慧
証

の

『
肇
論
砂
』
と

『
宗
鏡
録
』
所
引
の
も
の
と
の

異
同
を
明
確
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
今
は
、
巻
八
、
巻
三
六
に
引
用

さ
れ
る
も
の
に
よ
っ
て
、
そ
の
内
容
を
紹
介
す
る
に
と
ど
め
る
。

巻
八
に
は
次
の
よ
う
に
い
う
。

今
、
論
文
に
就
い
て
総
じ
て
四
意
有
り
。
以
で
周
円
の
旨
を
顕
わ
す
。

『肇
論
』
を
空
、
仮
、
亦
空
亦
仮
、
非
空
非
仮
の
四
句
分
別
に
よ

つ

て
釈
し
、
全
篇
が
す
べ
て
中
道
の
意
を
顕
わ
し
て
い
る
と
い
い
、
こ
れ

を
周
円
と
い
う
。
そ
し
て
四
論
を
初
に
境
、

二
に
智
、

三
に
果
、
四
に

(境
智
果
に
約
し
て
、
こ
の
周
円

の
旨
を
明
ら
か
に
す
る
。

然
る
に
四
論
に
皆
な
周
円
有
り
。
今
、
既
に
二
二
之
れ
を
弁
ず
る
に
具
く
四

義
に
約
す
。

と
い
っ
て
、
「
不
真
空
論
」
に
よ

っ
て
境
の
周
円
を
、
「(般
若
無
知
論
」

に
よ
っ
て
智

の
周
円
を
、
「浬
葉
無
名
論
」
に
ょ
っ
て
果

の
周
円

を
証

明
し
、
境
智
果
の
三
に
約
し
て
、
前

の
諸
論
文
を

総
収

す

る
。
初
の

「
不
真
空
論
」
の
釈
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
論
文

の

「
即
物
順
通
故
物
莫

之
逆
」
は
、
空
を
顕
わ
し
て
凡
夫

の
執
着
を
遣

い
、
「
即
偽
即
真
故
性

莫
之
易
」

は
仮
を
顕
わ
し
て
声
聞

の
執
着
を
遣

い
、
「
性
莫
之
易

故

錐

無
而
有
、
物
莫
之
逆
故
錐
有
而
無
」
は
、
亦
空
亦
仮
を
顕
わ
し
て
菩
薩

の
境
を
弁
じ
、
「錐
有
而
無
、
所
謂
非
有
、
錐
無
而
有
、

所
謂

非

無
」

は
亦
空
亦
仮
を
破
し
て
菩
薩

の
執
着
を
遣

い
、
中
道
第

一
空
、
仏
の
境

を
顕
わ
す
。

こ
れ
が
境
の
周
円
で
あ
る
、
と

い
う
。
「
般
若
無
知
論
」

以
下
も
同
様

の
解
釈
法
で
あ
り
、
こ
こ
に
は
省
略
す
る
。

巻
八
の

『
肇
論
砂
』
の
引
文
が
、

い
わ
ば

『
肇
論
』
解
釈
の
総
論
を

述
べ
た
も
の
と
す
れ
ば
、
巻
三
十
六
の

「砂
」
は
、
般
若
の
無
知
に
対

す
る
詳
釈
と
い
え
る
。
そ
の
内
容
は
、
四
句
分
別
を
仮
り
て
般
若
の
無

知
に
対
す
る
四
種
の
邪
見
を
批
判
し
、
無
知
の
真
意
を
明

ら

か

に
す

る
。
四
種
の
邪
見
と
は
、
有
知
に
執
す
る
を
常
見
と
し
、
無
知
に
執
す

る
を
断
見
と
し
、
有
知
で
も
あ
り
無
知
で
も
あ
る
と
考
え
る
を
相
違
見

と
し
、
有
知
で
も
な
く
無
知
で
も
な
い
と
考
え
る
を
戯
論
見
と
す
る
。

こ
れ
ら
の
邪
見
を
、
「般
若
無
知
論
」
の
論
文

に
照
ら
し
て

一
ひ

と

つ

論
破
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

延
寿
は
、
『肇
論
』
四
論
の
中
、
特
に

「
般
若
無
知
論
」
に
注

目

し

た
。
そ
の
こ
と
は

「
般
若
無
知
は
是
れ

一
論

の
宏
綱
、
宗
鏡
の
大
体
」

と
い
う
言
葉
に
よ
っ
て
推
察
さ
れ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
延
寿

は
、
般

若

の
智
を
理
事
無
擬
の
立
場
か
ら
解
釈

し
、
「
(般
若
無
知
」
と

は
、
有

無
に
住
せ
ず
能
所
に
渉
ら
な
い
無
心
に
他
な
ら
な
い
と
い
い
、
自
然
の

霊
感
と
い
う
語
で
言
表
し
た
。
そ
し
て
今
ま
た

『
砂
』
の
四
区
分
別
を

承
け
て
、
「聖
心
能
く
四
句
を
亡
じ
、
諸
の
現
量
を
離
る
。
謂

つ
べ
し
、

無
知
は
言
偏
に
し
て
理
円
か
な
り
。
故
に
無
知
と
云
う

な

り
。
」
と
い

い
、
四
句
百
非
を
絶
し
た
と
こ
ろ
に
真
無
知
は
顕
わ
る
と

結

ん

で

い

る
。延

寿
の

『
肇
論
』
引
用
の
姿
勢
に
つ
い
て
い
え
ば
、
彼
に
と

っ
て
、

『宗
鏡
録
』
の
引
用
諸
文
献

(仙

石
)
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円
頓
門
た

る
」「
宗
鏡
」
は
般
若
無
知
に
よ
っ
て
無
辺
に
照
ら
さ
れ
て
い

る
世
界
で
あ
り
、
そ
の
証
明
と
し
て

「
般
若
無
知
論
」
が
積
極
的
に
活

用
さ
れ
た
。
そ
し
て

「宗
鏡

の
大
体
」
と
ま
で
い
わ
し
め
た
般
若
無
知

の
解
釈
に
対
す
る
彼
の
自
信
は
、
玄
覚
の
知
の
解
釈
に
対
す
る
批
判

へ

と
向
う
。

延
寿
は
玄
覚
に
つ
い
て
、
「
彼
れ
は
但
だ
無
縁
の
真
智

を

顕

わ
し
、
以
て
真

の
道
と
為
す
。

…
…
未
だ
智
慧
の
心
源
を
照
了
す
る
こ

と
あ
ら
菟
。
」
と
い
う
。
し
か
し
こ
の
勝
敗
は
、
後
に
洪
覚

範
(
の

『
林

間
録
』
巻
下
に
お
い
て
、
「智
覚
意
偶
に
言
を
兼
ね
て
、
悟
を
明
さ
ん
と

(
1
0
)

欲
す
。
永
嘉
は
止
だ
悟
の
後
の
病
を
説
く
、

二
老

の
言
は
皆
是
な
り
。」

と
の
判
定

を
受
け
た
。

ま
た
延
寿
は
、
元
康
の

『肇
(論
疏
』
を
は
じ
め

『
肇

論

注
』
『肇
論

砂
』
等

の
注
釈
書
類
を
援
用
し
て

『
肇
論
』
本
文
を
解
釈

し

て

い

る

が
、
彼

の
解
釈
法
が
、
文
才
の

『肇
論
新
疏
』

の
例
の
通
り
、
後
代
に

継
承
さ
れ
て
い
っ
た
点
も
見
逃
せ
な
い
。

1

『
慧
達
疏
』
を
、
「慧
達
序
」
を
(著
し
た
慧
達
の
も
の
と
認
め
ら
れ
な

い
と
す
る
説
が
あ
る
。
中
鳴
隆
蔵

『
六
朝
思
想
の
研
究
』
平
楽
寺
書
店
、

二
九
八
五
年
、
五
=

(頁
参
照
。

2

中
田
源
次
郎

「肇
論
及
び
そ
の
註
疏
に
就
い
て
」
(『東
方
学
報
』
東
京

第
六
号
、
昭
和

一
二
年
、
三
五
五
頁
)
参
照
。

3

『
注
維
摩
経
』
(大
正
蔵
三
八
巻
)
の
引
用
箇
処
。
(巻

二
五
、
四
九
四

下
。
巻
二
一
、
五
三
二
中
。
巻
二
七
、
五
六
八
中
。
巻
二
九
、
五
八
六
。

巻
三
二
、
五
九
九
下
。
巻
三
七
、
六
三
七
上
。
巻
六
六
、
七
八
六
上
。
巻

九
〇
、
九
〇
九
中
)

『
宝
蔵
論
』
(大
正
蔵
四
五
巻
)
の
引
用
箇
処
。
(巻
五
、
四
三
九
上

く肇

法
師
〉
。
四
三
九
上
、
下
。
四
四
四
中
。
巻
六
、
四
四
九
中
。
巻

八
、
四

五
八
中
。
巻
九
、
四
六
一
下
。
巻

一
四
、
四
九
〇
下
。
巻

二
五
、
四
九
四

中
。
巻

一
七
、
五
〇
五
中
。
巻
二
三
、
五
四
三
下
。
巻

三
四
、
六

一
曽

中
、
六
一
五
中
。
巻
三
七
、
六
三
七
上
。
巻
三
九
、
六
四
九
下
。
巻
四

五
、
六
八
〇
中
。
巻
五
八
、
七
四
八
下
。
巻
六

一
、
七
六
四
上
。
巻
老

四
、
八
二
七
中
。
巻
七
九
、
八
五
四
上
。
巻
八
〇
、
八
六
〇
上

〈肇
論
〉(

巻
九
二
、
九

一
五
中
。
巻
九
六
、
九
三
六
中
。
巻
九
九
、
九
四

八
中

下
抽
九
五
一
下

〈宝
蔵
論
注
〉)

4

大
正
蔵
四
八
巻
九
五
八
頁
中
段
。

5

大
正
蔵
四
五
巻
二
〇
五
頁
上
段
。

6

『仏
祖
歴
代
通
載
』
二
二
巻

(大
正
蔵
四
九
巻
七
二
五
頁
中
段
)

7

『新
編
諸
宗
教
蔵
総
録
』
巻
三

(大
正
蔵
五
五
巻
二
一
七
七
頁
中
段
)

8

中
田
前
掲
論
文
参
照

9

大
正
蔵
四
八
巻
六
三
一
頁
上
段
。

10

『国
訳
禅
宗
叢
書
』
第

二
輯
第
二
巻
、
第
二
書
房
、
昭
和
四
九
年
、

二

二
三
頁
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

『宗
鏡
録
』
、『肇
論
』
、『
肇
論
紗
』
、
般
若
無
知

(駒
沢
大
学
非
常
勤
講
師
)
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